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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　相場より安く売買するためのコンピュータで実施する方法であって、
　金融商品の確定した市場価格表示に基づく市場価格を下回わる、所定の隔たりで前記金
融商品を売買するために、甲から買い注文を受理する段階と、
　ユーザインターフェースを経由して、前記買い注文を表示する段階と、
　前記ユーザインターフェースを経由して、特定の価格での前記表示された買い注文の乙
による選定を受理する段階であって、前記選定は前記特定の価格での買い注文を乙が承諾
することを示している、段階と、
　前記受理された選定に応答して、コンピュータによって前記金融商品の最新の市場価格
を決定する段階と、
　前記承諾された価格が、前記最新の市場価格を下回わる、少なくとも前記所定の隔たり
のある場合に限り、前記注文を完了する段階と、
　を含む、相場より安く売買するためのコンピュータで実施する方法。
【請求項２】
　相場より高く売買するためのコンピュータで実施する方法であって、
　金融商品の確定した市場価格表示に基づく市場価格を上回わる、所定の隔たりで前記金
融商品を売買するために甲から売り注文を受理する段階と、
　ユーザインターフェースを経由して、前記売り注文を表示する段階と、
　前記ユーザインターフェースを経由して、特定の価格での前記表示された売り注文の乙
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による選定を受理する段階であって、前記選定は前記特定の価格での売り注文を乙が承諾
することを示している、段階と、
　前記受理された選定に応答して、コンピュータによって前記金融商品の最新の市場価格
を決定する段階と、
　前記承諾された価格が、前記最新の市場価格を上回わる、少なくとも前記所定の隔たり
である場合に限り、前記注文を完了する段階と、
　を含む、相場より高く売買するためのコンピュータで実施する方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、相場より高く又は安く売買するための、コンピュータで実行するシステムと
方法に関する。この出願は、特許文献１の下で利益を主張する。
【背景技術】
【０００２】
　もしも、買い手や売り手が、株の平均的な売買量に不均衡な大量の株を売買したい場合
、買い手や売り手は、売買を実施するために株の相場に割増を払うだろう。この割増は、
株の大口注文を売買するために使われる現在の方法によって悪化させられる。
【０００３】
　現在、証券を評価するために定量分析を使用する、ブローカ/ディーラ、スペシャリス
ト、及びヘッジファンドのような多数の市場参加者がいる。彼らは、売買の機会のために
、絶えず市場を走査している。ある点で、これらのトレーダのタイプは、株市場の卸売業
者である。例えば、ミューチュアルファンドが、悪い決算報告の後に、担保物件を廉売し
なければならないと感じる場合には、ブローカ/ディーラ、スペシャリスト、又はヘッジ
ファンドは、同等な担保物件を確保する機会を示すために歴史的な売買モデルを使用して
もよく、それ故に、市場に流動性を与え、担保物件の価格の割引を受容する。代わりに、
ミューチュアルファンドが、良い決算報告の後に、担保物件を確保しなければならないと
感じてもよく、それ故に、担保物件の価格を押し上げ、ブローカ/ディーラ、スペシャリ
スト、又はヘッジファンドのために空売りの機会を提供する。証券の購入と暴騰した価格
の証券の空売りと、に割引を受容するこれら現在の手法は、証券の短期の勢いに逆らって
売買をすることを伴った本来のリスク故に、役に立たない。
【０００４】
　大量の市場注文で、例えば、トレーダでなくて、ブローカ/ディーラ又はスペシャリス
トは、約定の価格を決定する。ある場合に、ブローカ/ディーラ又はスペシャリストは、
売買において自身の利益を得るが、大部分の場合に、ブローカ/ディーラ又はスペシャリ
ストが買い手と売り手を整合させるために使用する自動システムが全く役に立たず、結果
として乏しい約定となって、トレーダにより高い経費をもたらす。
【０００５】
　例えば、NYSE(ニューヨーク証券売買所)に提示された大口の指値注文は、大口注文の前
に、少し改善された価格で小口注文を実施したいトレーダを誘引する。小口注文のトレー
ダは、小口注文を保護するためのヘッジやバリアを準備するために大口注文を利用する。
大口注文を満たすべき株式が、少量注文を満たすためにルートを変えられるから、大口注
文は損失をこうむる。これは、大量注文を売買するトレーダにとって、経費を増加する。
【０００６】
　加えて、トレーダが買いの指値注文を出す場合、彼らは消極的な市場を動かしている出
来事の可能性に対して、自らを危険に置いている。もしも、消極的な市場を動かしている
出来事が発生し、市場が鋭く落ち込むならば、大半の買い指値注文は、実施されるだろう
。もしも、事前に買い手がこのような出来事の情報を持っていたならば、彼らは注文を取
消しただろう。発行した買い指値注文を、消極的な市場を動かしている出来事を反映した
取消及び価格の変更させないことによって、これらの注文の実施は、暴騰した価格で買い
付けられた証券となり、故に売買損失になる。
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【０００７】
　機関投資家は、証券に大金を投資する。彼らは、彼らが取扱った金額で彼らの手数料を
得る。そして、彼らは通常、大量の証券を売買する。機関投資家は、公開市場で証券を買
うことが出来るし、又彼らは、仲介者を介して処理することが出来る。機関投資家が公開
市場で大量の証券を買う場合に、彼らがこれらの証券で相場を混乱させるから、彼らは、
証券の現在の相場に上乗せして割増を支払うことになる。これは、彼らの買収経費を増加
させるはずである。なぜなら、通常、大量の証券は、一度の注文によって、公開市場で買
付けをすることは出来ないが、むしろ数回の処理が可能なより小口の注文で複数回の手数
料と、（証券の取得を試みている間に、価格が高値に変動する）損失とで、買付けをする
ことが出来きる。機関投資家が仲介業者を使う場合に、仲介業者は、同じ仲介業者を使っ
ている他の機関投資家の小規模なグループに限定される。だから、たとえ彼らが、仲介業
者を使って売買処理を出来たとしても、価格は、機関投資家の利益にならないかもしれな
い。また、仲介業者は、大口のバイヤーが特定の証券を売買することを求めていることを
、路上で漏らす危険を冒す。この情報の漏洩は、機関投資家にとって、買収コストの増加
となりうる。
【０００８】
【特許文献１】米国特許仮出願第６０/４３１９１３号明細書
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００９】
　割引された価格で証券を買うことのリスクを低減すること、及び高騰した価格で証券を
空売りすることのリスクを低減することをトレーダに可能にする、システムと方法の技術
が必要であり、同様に大口注文の売買に現在関連付けられる消極的な価格の影響を低減す
るために必要であり、同様に市場を動かしている出来事による売買損出を低減するために
必要である。
【課題を解決するための手段】
【００１０】
　本発明の実施形態は、相場より高く又は安く売買することを提供する。一つの実施形態
に従って、売買システムは、金融商品の市場価格から離れて、所定の隔たりと所定の傾向
で金融商品を売買するための注文を甲から受理して、特定の価格で乙による注文の承諾に
あたり、金融商品の最新の市場価格を決定して、承諾価格が最新の市場価格から離れて、
少なくとも所定の隔たりと所定の傾向である場合に限って、注文を完了する。
【００１１】
　本発明に従う売買システムは、金融商品の買い手と売り手が、売買する金融商品に約束
された割引や割増を受納できる市場を提供する。このシステムは、株の大口ブロックに対
して、長期にわたって小口ロットで売買価格の改善を、一回の売買で割引くような、より
良い約定を提供する一方で、市場を混乱させること無く、大口注文を公表することをユー
ザに可能にする。これは、株、債権、契約、オプション、先物、商品、通貨等のような金
融商品ための金融市場の流動性を増加する。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１２】
　図1は、本発明の実施形態に従って、相場より高く/安く売買を実行するためのプロセス
を図示する。売買システムは、証券の市場価格(ステップ１００)から離れて、所定の隔た
りと方向で金融商品を売買するための注文を受理する。特定の価格での注文を承諾するに
あたり、売買システムは商品（ステップ１１０）の最新の市場価格を決定し、承諾された
価格が少なくとも最新の市場価格(ステップ１２０)から離れて、所定の隔たりと傾向であ
る場合に限り注文を完了する。
【００１３】
　例えば、指定した割引で注文を実施することによって、そしてその結果市場価格を超え
て、売買システムに注文を入力する関係者は、金融商品の現在の市場価格に割引を受容す
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る一方、売買システムによって掲示された注文を承諾した関係者は、証券の現在の市場価
格を超える割増を支払う。これは、オープン市場での、例えば目的とする商品の市場価格
がいったん指定した価格に到達すれば単に実施する指値注文の現在の運用とは異なってい
る。
【００１４】
　本発明の売買システムは、金融商品の流動性価格の短期と長期との間の差の利点を取る
ことによって、市場に対して新しい形の流動性を創造する。システムは、市場がこの差の
値を、効果的に売買可能な差額に換算する割引の形で決定することを可能にする。この差
額は、現在の売買システムの買い呼値と売り呼値との間の差に非常に類似している。
【００１５】
　例として、Ｓ銘柄の株が10ドル/株（株の現在の市場価格）で売買されていて、市場に
著しい影響を与えることなく吸収できるのは500株ブロックまでであると仮定する。さら
に、現在絶えず変化していて10ドル/株で売買されている株式を、相場より低い2.5％割引
（25セント／株）で買うことが出来る場合には、Ｓ銘柄の50,000株を買うことに興味を持
ったブローカ/ディーラがいると仮定する。ブローカ/ディーラは、次の三日間で9.80ドル
/株の平均価格で株を売って一株当たり0.05ドル又は総額2500ドルの利益を実現すること
を見込んでいる。
【００１６】
　しかし、売り手を見つけられる可能性を探査するために、ブローカ／ディーラはＳ銘柄
株の現在の売買価格より0.25ドル低く設定されたＳ銘柄の50,000株の買い注文を出す。
【００１７】
　ミューチュアルファンドは、Ｓ銘柄の50,000株を売りたい、そして、もしも売りの市場
注文を出すならば、平均約定価格が9.70ドル/株になることを見込む。このように、売り
手に対して見込まれた損失は、（0.3ドル/株×50,000株）総額15,000ドルであろう。売り
手が買い手の注文を見て、9.75ドルの価格を承諾することによって、売り手は0.05ドル／
株、又は（0.05ドル×50,000）総額2500ドルだけ助かり、そしてＳ銘柄の50,000株を換金
するための売り手の売り損失が15.000ドルから12.500ドルに低減されることが見込まれる
。
【００１８】
　ミューチュアルファンドは、ブローカ／ディーラの掲示された注文を見て、Ｓ銘柄の株
当たり9.75ドルの株価を承諾する。この場合に、ブローカ／ディーラとミューチュアルフ
ァンドの両方が、システムを使用することで一株当たり0.05ドルの価格の改善を受け取る
。これらの価格の改善は、現在の売買システムが非能率である故である。
【００１９】
　図2は、グラフでこの流動性の様子を実地に説明する。下記のように表す曲線C1、C2、
及びC3を仮定する。
　　　　　　　C1：　　短期流動性価格
　　　　　　　C2：　　売買機会曲線
　　　　　　　C3：　　長期流動性価格
　A1、A2及びA3は、それぞれ曲線C1、C2、及びC3上の、三点である。さらに、これらの点
に対し、次の値を仮定する。
　　　　　　　A1＝9.70ドルは、オープン市場で直ちに換金される場合として、50,000株
ブロックの約定価格を評価した。
　　　　　　　A1＝9.75ドルは、両方の関係者に対する売買機会を評価した。
　　　　　　　A1＝9.80ドルは、オープン市場でいずれ、より小口のロットで換金される
場合として、50,000株ブロックの約定価格を評価した。
　金融商品に対する現在の売買価格（例えば市場価格）は、図2のグラフの点Pで示す10ド
ル／株である。
【００２０】
　点A2で、買い手と売り手の両者が、50,000株ブロックの売買に同意する。買い手は長期
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流動性曲線C3を使用して有利な売買をする可能性を測り、一方売り手は短期流動性曲線C1
を使用して有利な売買をする可能性を行使する。買い手は点A2（9.75ドル/株）で売買さ
れた50,000株が、長期流動性曲線C3に基づけば点A3（9.80ドル/株）の価値があることに
注目する。売り手は点A2（9.75ドル/株）で売買された50,000株が、短期流動性曲線C1に
基づけば点A1（9.70ドル/株）の価値があることに注目する。だから、売買機会曲線C2は
、買い手と売り手の両者に対して有利な売買とするための機会を提供することが理解され
る。
【００２１】
　買いの指値注文を掲示する関係者（広告主）対する利益及び損失の条件は、次のように
、要約することが出来る。
　　　　　　　　　　　　方程式1
　　　利益の場合：（１－％割引）×現状価格／将来の評価価格＜1
　　　損失の場合：（１－％割引）×現状価格／将来の評価価格＞1
　将来の評価価格は、現在の市場価格に％割引でそれを買った後で株を売ることが出来る
と考える価格である。この例に基づいて、もしも、広告主が現状価格（10ドル/株）に2.5
％の割引で株を購入し、将来価格を9.80ドル/株と評価するならば、彼女は利益を生むだ
ろう。このデータに基づいて、上記の買い手の方程式（方程式1）は、0.995に等しく、1
より小さく、利益[（1-0.025）×10ドル/9.80ドル＜１]を示す。
【００２２】
　買いの指値注文を承諾する売り手に対する利益及び損失の条件は、次のように、要約す
ることが出来る。
　　　　　　　　　　　　方程式2
　　　利益の場合：評価した換金コスト／割引＞1
　　　損失の場合：評価した換金コスト／割引＜1
【００２３】
　さらなる例として、Ｓ銘柄株が、（株の現在の市場価格）10ドル/株で売買されていて
、市場に著しい影響を与えることなく吸収できるのは500株ブロックまでであると仮定す
る。さらに、現在、絶えず変化していて、10ドル/株で売買されている株式の相場より高
い2.5％割増（25セント／株）で空売りすることが出来る場合には、Ｓ銘柄の50,000株を
空売りすることに興味を持ったブローカ/ディーラがいると仮定する。ブローカ/ディーラ
は、次の三日間で10.20ドル/株の平均価格で株を買戻すことが出来ることを見込んでいる
。そこで、一株当たり0.05ドル又は総額2500ドルの利益を実現する。しかし、買い手を見
つけられる可能性を調査するために、ブローカ/ディーラは、S銘柄株の現在の売買価格よ
り0.25ドル高く設定された価格で S銘柄の50,000株の売り注文を出す。
【００２４】
　ミューチュアルファンドは、Ｓ銘柄の50,000株を買いたくて、もしも買いの市場注文を
出すならば、平均約定価格が10.30ドル/株になることを見込む。このように、買い手に対
する評価された損失は、（0.3ドル/株×50,000株）総額15,000ドルであろう。買い手は、
売り手の注文を見て、10.25ドルの価格を承諾することによって、0.05ドル／株、又は（0
.05ドル×50,000）総額2500ドルだけ助かり、そしてＳ銘柄の50,000株の取得経費が15.00
0ドルから12.500ドルに低減されることが見込まれる。
【００２５】
　ミューチュアルファンドは、ブローカ／ディーラの掲示された注文を見て、Ｓ銘柄の株
当たり10.25ドルの価格を承諾する。この場合には、ブローカ／ディーラとミューチュア
ルファンドの両者が、システムを使用することにおいて、一株0.05ドルの価格改善を受け
取る。これらの価格の改善は、現在の売買システムが非能率である故である。
【００２６】
　図2はさらにグラフで、流動性の様子を実地に説明する。下記のように表す曲線Ｃ４、
Ｃ５及びＣ６を仮定する。
　　　　　　　Ｃ６：　短期流動性価値



(6) JP 4464281 B2 2010.5.19

10

20

30

40

50

　　　　　　　Ｃ５：　売買機会曲線
　　　　　　　Ｃ４：　長期流動性価値
　Ａ４、Ａ５及びＡ６は、それぞれ、曲線Ｃ４、Ｃ５及びＣ６上の３点である。
　　　　　　　Ａ６=10.30ドルは、オープン市場で直ちに換金する場合として、50,000株
ブロックの約定価格を評価した。
　　　　　　　Ａ５=10.25ドルは、両方の関係者に対する、売買機会を評価した。
　　　　　　　Ａ４=10.20ドルは、オープン市場でいずれより小口のロットで換金される
場合として、50,000株ブロックの約定価格を評価した。
　金融商品に対する現在の売買価格（例えば市場価格）は、図2のグラフの点Ｐで示す10
ドル／株である。
【００２７】
　点Ａ５で、買い手と売り手の両者が、50,000株ブロックの売買に合意する。売り手は、
長期流動性曲線Ｃ４を使用して有利な売買をする可能性を測り、一方、買い手は、短期流
動性曲線Ｃ６を使用して有利な売買をする可能性を行使する。売り手は、点Ａ５(10.25ド
ル／株）で売買された50,000株が、短期流動性曲線Ｃ６に基づけば点Ａ６(10.30ドル／株
）の価値があることに注目する。だから、売買機会曲線Ｃ５は、有利な売買をするために
買い手と売り手の両者に対して機会を提供することが理解される。
【００２８】
　売りの指値注文を掲示する関係者（広告主）のための利益及び損失の条件は、次のよう
に要約することが出来る。
　方程式３
　　　 利益の場合：　 （１＋％割増）×現在の価格／将来の評価価格＞１
　　　 損失の場合：　 （１＋％割増）×現在の価格／将来の評価価格＜１
　将来の評価価格は、現在の市場価格に％の割増で売却した後で、彼女が株を買戻すこと
が出来ると買い手が考える価格である。この例に基づいて、もしも広告主が、現状価格(1
0ドル／株）に2.5%の割増で株を売り、将来価格を10.20ドル／株と評価するならば、彼女
は利益を生むだろう。このデータに基づいて、上記の売り手の上記方程式(方程式３）は
、1.005に等しく、１より大きいので利益〔（１＋0.025）×10ドル／10.20ドル＞１〕を
示す。
【００２９】
　売りの指値注文を承諾する買い手に対する利益と損失の条件は、次のように集約するこ
とが出来る。
　方程式４
　　　 利益の場合：　 購入の評価コスト／割増＞１
　　　 損失の場合：　 購入の評価コスト／割増＜１。
【００３０】
　本発明の売買システムはまた、指値注文を承諾する前に、トレーダに実施条件を承認す
ることを可能にする。従って、システムに指値注文をする者に対して、売買経費を低減す
る安全の尺度を与えることを是認する。
【００３１】
　図3と4は、本発明の実施形態に従う基本コンピュータとネットワーク体系の構成を説明
する。図3は、ユーザコンピュータ装置３００を示し、それは、パソコン、ワークステー
ション、携帯情報端末（ＰＡＤ）、又はその他のどのようなタイプのマイクロプロセッサ
の装置であってもよい。ユーザコンピュータ装置３００は、処理装置３１０、入力装置３
２０、出力装置３３０、記憶装置３４０、顧客ソフトウェア３５０及び通信装置３６０を
包含してもよい。
【００３２】
　入力装置３２０は、キーボード、マウス、ペン操作タッチスクリーン又はモニタ、音声
記録装置、又は入力をするその他のどのような装置を包含してもよい。出力装置３３０は
、モニタ、プリンタ、ディスクドライブ、スピーカ、又は出力を提供するその他のどのよ
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うな装置を包含してもよい。
【００３３】
　記憶装置３４０は、揮発性及び不揮発性データ記憶装置を包含してもよい。ＲＡＭ、キ
ャッシュ、ハードドライブ、ＣＤ－ＲＯＭ装置、テープ装置、又は可動式記憶装置のよう
な、一つ又はそれ以上の、電気的、磁気的又は光学的なメモリを包含してもよい。通信装
置３６０は、モデム、ネットワークインターフェースカード、又はネットワーク上で信号
の発信と受信が可能なその他のどのような装置を包含してもよい。ユーザコンピュータ装
置３００の構成品は伝送路又は無線を経由して接続されてもよい。
【００３４】
　クライアントソフトウェア３５０は、記憶装置３４０に保存され、処理装置３１０で実
行されてもよい。クライアントソフトウェア３５０は、例えば、ウェブブラウザソフトウ
ェア、又は本発明の機能性を満たすクライアント／サーバソフトウェアのクライアント側
を包含してもよい。
【００３５】
　図4は、本発明の実施形態に従って、ネットワーク体系を説明する。ネットワーク体系
は、ネットワーク４１０を介してユーザのコンピュータ装置３００上で、サーバのソフト
ウェア４２０を介して本発明の相場より高く／安く売買する相関関係を体系化している売
買システム４０５にアクセスすることを、ユーザ４００に可能にする。
【００３６】
　ネットワーク接続４１５は、電話回線、ＤＳＬ、ケーブルネットワーク、Ｔ１又はＴ３
回線、無線ネットワーク接続、又はネットワーク信号の発信と受信を実行するその他のど
のような組合せを包含してもよい。
【００３７】
　一つの詳細な実施形態において、売買システム４０５は、本発明の相関関係を体系化し
ているＥＣＮ（”Electronic Communication Network” 電子通信ネットワーク）であっ
てもよい。サーバ４２０は、ネットワークインターフェースと同様に、実行プラグラム命
令のためのプロセッサとメモリを包含しており、アプリケーションサーバとデータベース
サーバのようなサーバ群を包含してもよい。データベース４４０は、リレーショナル又は
オブジェクトデータベースを意味してもよいし、サーバ４２０を経由してアクセスされて
もよい。
【００３８】
　ユーザコンピュータ装置３００とサーバ４２０は、Windows（登録商標）やUNIX（登録
商標）のような、どのようなオペレーティングシステムであってもよい。クライアントソ
フトウェア３５０とサーバソフトウェア４３０は、Ｃ、Ｃ＋＋、Java（登録商標）、又は
Visual Basic（登録商標）のような、どのようなプログラム言語で書かれてもよい。
【００３９】
　図5は、本発明の実施形態に従って、売り手又は買い手（例えば、ユーザ４００）から
売買システム４０５に注文の入力を示す。ステップ５００で、売買システム４０５は、売
買注文の「買い」又は「売り」のサイドを受理する。ステップ５１０で、システムは、注
文によって決められる市場価格を計算するための市場基準を受理する。この市場基準は、
買い呼び値、売り呼び値、買い呼び値と売り呼び値の中間値、よりよい価格での株数、最
新の売買、売買の平均値、及び価格を決定するための市場の生データを使用するその他の
公式を含む。買い呼び値、売り呼び値、買い呼び値と売り呼び値の中間値は、NBBO（Nati
onal Best Bid and Offer）によって、決定される価格を含んでもよい。
【００４０】
　そこで、このシステムは、売買される金融商品に対する識別名（ステップ５２０）を、
売買された総額（ステップ５３０）と共に受理する。証券市場で売買システム４０５を使
用する場合に、例えば、識別名と総額は、それぞれ株式のシンボルと証券の数量を含んで
もよい。売買システム４０５は、株、債券、コントラクト、オプション、先物、商品、及
び通貨を含む、金融商品に対する注文を受理して売買されてもよい。



(8) JP 4464281 B2 2010.5.19

10

20

30

40

50

【００４１】
　ステップ５４０で、システムは、注文が実行されてもよい安定した市場価格からの価格
差を受理する。この差額は、例えば、パーセンテージ又はドル総額として入力されてもよ
い。
【００４２】
　ユーザ４００が、注文を有効にする及び／又は実施するために追加条件を指定すること
を望むなら、売買システム４０５は、それぞれステップ５５０と５６０でこのような条件
を受理してもよい。これらの条件は、ユーザ４０５が、突然の価格下落又は変動に対して
保証できるように、安定した市場データが一般的にベースとなる。注文の有効化条件は、
例えば、商品の市場価格が、特定の時間間隔（例えば、15秒）の間に変化せずにそのまま
である場合に限り、注文を有効化すること、又はダウジョーンズ工業平均、ナスダック複
合指数等のような特定の市場指数において、わずか1分間の上昇値動きで注文を有効化す
ることを包含してもよい。注文の実施条件は、例えば、特定の市場指数が、注文が受理さ
れた後に、特定の時間間隔（例えば、1分）の間に増加する場合に限り注文を完了するこ
と、又は商品の市場価格が、特定の時間間隔（例えば、15-45秒の間の任意の間隔）の間
に変化せずにそのままである場合に限り注文を完了することを、又は実施の市場条件を決
定するための生の市場データを使用するその他のどんな公式を含んでもよい。
【００４３】
　下記は、注文情報を入力するために、ユーザ４００に提供されるかもしれない、実行可
能なユーザインターフェーススクリーンを表す。
　１．入力してください
　　　 Ａ．買い
　　　 Ｂ．売り
　２．以下に関連付けられた注文で、あなたが希望するものを入力してください
　　　 Ａ．買い呼び値
　　　 Ｂ．売り呼び値
　　　 Ｃ．買い呼び値と売り呼び値の中間値
　　　 Ｄ．最新の売買値
　　　 Ｅ．顧客値[価格上昇の特性を見る]
　３．符号を入力してください：
　４．売買する株数を入力してください：
　５．あなたの価格からの価格差又はパーセンテージ差を入力してください：
　６．注文を有効にするための条件を必要としますか。もしそうであれば、選択してくだ
さい：
　　　 Ａ．DJIA指数で、１分間上昇変動の場合のみ、注文を有効にしなさい。
　　　 Ｂ．買い呼び値が15秒間変化せずそのままの場合のみ、注文を有効にしなさい。
　　　 Ｃ．価格上昇の特性を見る自分の市場基準をベースに、注文を有効にしなさい。
　７．注文を実施するための条件を必要としますか。もしそうであれば、選択してくださ
い：
　　　 Ａ．最初の整合後の１分間ＤＪＩＡ指数が、その時間内に上昇する場合に限り、
注文を実施しなさい。
　　　 Ｂ．最初の整合後に、買い呼び価格が15-45秒の間の任意の時間で変化しない場合
に限り、注文を実施しなさい。
　　　 Ｃ．価格上昇の特性を見る自分の市場基準に基づいて注文を実施しなさい。
【００４４】
　売買システム４０５が、注文を受理した後で、公開表示がなされる。一つの実施形態と
して、注文が、掲示板タイプの方法で提供される各々のリストと共に、ネットワーク４１
０上のウェブのアクセス可能なサイトに掲示されてもよい。システムは、もしも条件とし
て指定されるならば、注文を実施するために必要とされる市場価格からの隔たり及びその
他のどのような実施条件と共に、身元及び注文の基調をなす商品の総額のような、注文に
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関する限定された情報を世間に表示する選択をしてもよい。加えて、売買システム４０５
は、ユーザ４００が注文を完全に隠しても、又は注文の1部分のみを表示させてもよい。
【００４５】
　注文が表示されれば、有効化された（すなわち、売買に利用可能となった）場合のみ受
理されてもよい。売買システム４０５は、例えば、特定の色を掲示された注文と関連付け
ることによって、注文が売買に利用可能になることを示している。一つの実施形態として
、もしも注文が緑色で表示された場合は有効（すなわち、売買に利用可能）、もしも注文
が灰色で表示された場合は、もしかすると有効化条件が満足されていないために、注文は
無効（すなわち、売買に利用不可）となる。
【００４６】
　図6は、本発明の実施形態に従う有効化シナリオを示している。もしも有効化条件が注
文で指定されなければ（ステップ６００）、そこで売買システム４０５は、有効な注文を
掲示する（ステップ６１０）。しかし、もしも、有効化条件が指定されているならば、そ
こで、全ての有効化条件が満足される（ステップ６３０）まで、システムは、有効でない
注文として掲示する（ステップ６２０）。一度満足されれば、有効化条件が満足されてい
る間（ステップ６５０）、システムは掲示した注文を有効にする（ステップ６４０）。も
しも満足が維持されなくなった場合は、注文は、有効化条件が再び満足されるようになる
まで、無効となる（ステップ６６０）。
【００４７】
　売買システム４０５によって掲示された注文（有効かまたは無効か）は、パーセンテー
ジ（すなわち、現在の市場価格からの割引率）、価格差（すなわち、現在の市場価格から
離れて合計金額の隔たり）、又は実際に提示された買い／売り価格によるような、異なる
方法で提案された買い値又は売り値をリストしてもよい。この最後の表示方法のために、
売買システム４０５は、周期的に（例えば、毎分数回）、（一つの実施形態で、第三者市
場のスキャニングソフトウェアを使用して、）注文が安定させている現状の相場を走査す
ることによって、及び表示に対する市場価格から特定の隔たりを減少すること／増加する
ことによって、提示した買い／売り価格を更新してもよい。
【００４８】
　売買システム４０５の実施形態は、注文が受理される方法に限定されない。一つの実施
形態において、ユーザは、掲示された注文の上をクリックして受理してもよい。別の実施
形態として、ユーザは、システムの現在の注文と反対サイドの注文を入力してもよい。そ
して、システムは自動的に二つの注文を整合し、（もしも、一致するならば、）受理とな
る。売買システム４０５のユーザは、システムに登録されてもよいし、認証のためにユー
ザ識別とパスワードを要求されてもよい。
【００４９】
　いったん注文が承諾されて、もしも関連した実施条件に従って完了できるならば、売買
システム４０５は決定をする。図７は、本発明の実施形態に従って、実施シナリオを示す
。
【００５０】
　注文の承諾（ステップ７００）にあたり、ユーザ４００によって注文時に指定された市
場基準に従って、システムは基礎となる金融商品の最新の市場価格を決定するために市場
を走査する（ステップ７１０）。市場データを走査する第三者のソフトウェアプログラム
は、このステップで利用されるかもしれない。いったん最新の市場価格が決定されて、も
しも承諾価格が、注文時に指定したような最新の価格から離れて、少なくとも所定の隔た
りが無いならば、そこで注文は取消される（ステップ７６０）。もしも、承諾された価格
が、最新の価格から離れて、少なくとも所定の隔たりがあるならば、さらに実施条件が無
ければ、そこで注文は完了される（ステップ７４０）。売買システム４０５は、例えば、
注文それ自体を実施することによって、又は実施のために第三者システムに注文を提示す
ることによって注文を完了してもよい。
【００５１】
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　もしも実施条件が注文と共に指定されていて（ステップ７３０）、もしも実施条件を満
足する（ステップ７５０）ならば、そこで売買システム４０５は注文を完了する。もしも
約定条件が満足されなければ、注文は取消される。
【００５２】
　本発明の実施形態に従って、注文は完了されなくてもよく、そしてユーザは、どれでも
及び全ての関連した有効化条件及び実施条件が満足されるまで、注文の承諾及び完了の通
告をされなくてもよい。
【００５３】
　下記の表1は、本発明の実施形態に従って、売買システム４０５によって掲示されたよ
うな、仮定の買いと売りの注文を説明する。
【表１】

【００５４】
　この表の目的に対し、コード識別名Ｂ１５で指定された買い注文は、ＸＹＺ銘柄株の現
在の買い呼び価格に固定されて、売り手が注文を承諾した後、15-45秒間に亘って変化し
ないでそのままである買い呼び価格を要求する実施条件を含んでいることを仮定する（故
に、コード「Ｂ」は、買い呼び価格の固定を表し、「１５」は、特定の実施条件と一致す
る時間間隔を表す）。どのようなコード識別名も、売買システム４０５の定義辞典で見出
せるであろう。このように、注文Ｄは、注文の最初の整合の後、買い呼び価格が15-45秒
の間で変化せずにそのままであるならば、買い手はＸＹＺ銘柄の100,000株を買うことを
表している。この特別な実施条件は、システムの賭博を予防する（正確な時間枠が、買い
手と売り手の双方に開示される必要は無い）。売り手はコード識別名を認識し、買い手に
よって説明される実施条件Ｂ１５を承諾する。売り手が、ＸＹＺ銘柄の100,000株を売る
ことを承諾するならば、システムが売買を実施又はそれを取消すまでは、買い手と売り手
の双方共に、注文を取消してはならない。
【００５５】
　他方、コード識別名Ａ１５で指定された売り注文は、ＸＹＺ銘柄の現在の売り呼び価格
に固定されて、買い手が注文を承諾した後、15-45秒間に亘って変化しないでそのままで
ある売り呼び価格を要求する実施条件を含んでいることを仮定する（故に、コード「Ａ」
は、売り呼び価格の固定を表し、「１５」は、特別の実施条件と一致する時間間隔を表す
）。このように、注文Ｈは、注文の最初の整合の後、売り呼び価格が15-45秒の間で変化
せずにそのままであるならば、売り手はＸＹＺ銘柄の75,000株を売ることを表している。
同様に、買い手はコード識別名を認識し、売り手によって説明される実施条件Ａ１５を承
諾する。買い手が、ＸＹＺ銘柄の75,000株を買うことを承諾するならば、システムが売買
を実施する又はそれを取消すまでは、買い手と売り手の双方共に、注文を取消してはなら
ない。
【００５６】
　本発明の２、３の実施形態が、ここに詳細に図解及び／又は記述された。しかし、本発



(11) JP 4464281 B2 2010.5.19

10

明の修正と変更は、上記の説明によって、及び本発明の精神と意図する範囲から逸脱する
ことなく添付の請求項の範囲内に網羅されていることが、認識されるだろう。
【図面の簡単な説明】
【００５７】
【図１】図1は、本発明の実施形態に従って、相場より高く／安く売買を実行するための
プロセスを示すフロー図である。
【図２】図2は、本発明の実施形態に従って、相場より高く／安く売買注文を位置決める
図表示である。
【図３】図3は、本発明の実施形態に従って、ユーザのコンピュータ装置を示すブロック
線図である。
【図４】図4は、本発明の実施形態に従って、相場より高く／安く売買するためのシステ
ム体系を示すブロック線図である。
【図５】図5は、本発明の実施形態に従って、相場より高く／安く売買するシステムに注
文入力を示すフロー線図である。
【図６】図6は、本発明の実施形態に従って、相場より高い／安い売買の有効化を示すフ
ロー線図である。
【図７】図7は、本発明の実施形態に従って、相場より高い／安い売買の実施を示すフロ
ー線図である。

【図１】 【図２】
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【図５】 【図６】
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